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Light Emitting Electrochemical Cell （LEC）は発光性高分子と電解質の混合物からなる活性層を有し、

印加電場によりドリフトした電解質による電気化学ドーピングが電子輸送層・ホール輸送層に相当する

ドープ領域を自己組織化的に形成するため、一般的な有機 EL のような積層構造を必要としない。我々

は、この LEC 特有の簡略な構造に注目し、発光性高分子と電解質の混合溶液を滴下するだけで作製可能

な新奇な LEC 構造を提案してきた（図 1右）[1]。本構造では、基板上に電極が付いたフィルムを張り合

わせ、その上に溶液を滴下するのみで LEC を作製可能であり、これまでの研究ではドロップキャスト法

による原理検証・動作確認に成功している。そこで本研究では、我々が有するインクジェット印刷技術

[2]を本素子に適用し、インクジェット法を用いた LEC の印刷作製に挑戦した。具体的には、インクジェ

ット法を用いて様々な発光性高分子と電解質の混合溶液を滴下し、円形状 LEC の試作を行った。 

金属電極（ニッケル（3 nm）/金（50 nm））を真空蒸着したガラス基板上に、同様の電極を蒸着した PEN 

フィルム（厚み：16 µm）を貼り合わせた。PEN フィルムには直径 6 mmまたは 300 mの穴を開け、

穴の端面を電極間とする立体型 LEC を試作した（図 1左）。電極基板作製後、Super Yellow （PDY-132）

とイオン液体 P66614-TFSI をクロロベンゼンに混合した溶液

を、60℃に加熱した基板上にインクジェット装置（Labojet-

1000W）を用いて位置を制御しながら塗布した（図 1左）。 作

製した LEC からの発光はシリコンフォトダイオード・CCDカ

メラ・分光器により検出・評価した。 

単一の円形発光素子の電流-電圧特性と発光像を図 2に示す。

電流（図 2, 赤）は電圧印加により非線形に増大し、LEC にお

ける p-n接合の形成と電流励起発光を明確に示している。この

時、作製した LECからは均一な黄色円形発光が観測された（図

2, 発光像）。講演では、黄色以外の発光性高分子の結果・小型

の円形 LEC の集積化・インクジェット法の特徴を活かしたパ

ターニング等の取り組みに関しても紹介する。 
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